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令 和 7年 4月 14日

会派名

代表者名

市民クラブ

代表 櫻井 勝延

令和 6年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付に関す る条例第7条 第 1項 の規定に基づき、別紙 の とお

り、令和 6年度政務活動費収支報告書を提出 します。



別 紙

1 収入

令和 6年度政務活動費収支報告書

会派名 市民クラブ

(単位 :円 )

(単位 :円 )

2 支 出

(注)1 備考欄 には、主たる支出の内訳を記載す ること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類の写 しを添付す ること。

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 費 160,000

預  金  利  子 0

会 派 負 担 金 0

合    計 160,000

項 目 金 額 備 考

調査研究費

研修費

広報費 145,392 広報紙印刷代、新聞折 り込み料

広聴費 1,320 市政報告会会場借上げ料

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

合    計 146,712

3 残 金   13,288 円



令和6年度 政務活動費 会計帳簿 会派名  市民クラブ

年月日 摘 要 収  入 支  出 残  高

7 3 11 政務活動費2人 ×20,000円 ×4か月 160,000 0 160,000

7 2 18 原町生涯学習センター施設使用料 0 1,320 158,680

7 3 11 議会報告 印刷代 0 82,104 76,576

7 3 11 議会報告 新聞折り込み料 0 63,288 13,288

160,000 146,712 13,288



会派名:市民クラブ

領収書等添付用紙

、ヽヽ_´

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

広報費 (議会報告印刷代)支出内容

支出月日 令和7年3月 11日

支 出 額 82,104円

金 額
ん
叫
「 3 2 / ′

円

ん
「

(内消費税イタイJ好 円)

但し′7属 11′V 現  金

小切手

振  込

オロ  未支

取扱者印

N2 003858

作へ772

領  収  書

上記の金額正に領収致しました。

登録番号 :T2380002029262

令和 7年 ご月/ノ日
様

薦像から創造へ 有限会社

福島県南相

TEL(
FAX(

91
04

支出項目

∪



会派名:市民クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報口広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 広報費 (議会報告折込代)

支出月日 令和7年 3月 11日

支 出 額 63,288H

金 額
り
耳
１ る3 2 g

円

現  金

小切手

振  込

本目  希え

取扱者印

N2 003859

静 久 7つ ブ

円 )(内消費税

但し才ハ塾′ネ期

令和

領  収  書

幸

・
¨，

上記の金額正に領収致しました。

登録番号 :T2J800

福島県南相馬

FAX I
TEL

029262

2年 ご月//日
様

劇肋 り鶴造へ 有限会社

91
04

―
'

‐し

【∃



会派名:市民クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・広聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 広聴費 (会場借上料)

支出月日 令和7年2月 18日

支 出 額 1,320円

納入通知書・領収証書

所属

項

◎

T

住 所

畜磁鯵く″ヽ場を当くⅢた7ラフ
:襟

g年度 生涯学習課
款

減
目   節

原町生涯学習センター
上記の通 り納入 しました。

(納 入 者 用 )

る3リ会計

細節

細々節

会計名

納入場所

馬 己

ダ
輩顎 与ぇ∫ :L醐 馬市長

颯

金 額 ∂´ 円

納期限 年   月   日

摘
　
要 [l饂ずらi37夕

~留
:Y彗

領

収

済

印

7,2,18



2025年  2月市民クラブ議会報告第 1号

ご
あ
い
さ
つ
と

会
派
「市
民
ク
ラ
ブ
」
結
成
に
つ
い
て

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
３
月
で
大
震
災
と
東
電
福
島
第

一
原
発
事
故
後
１
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の

安
寧
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
昨
年
１
２
月
議
会
を
前
に
、
櫻
井
勝
延
と
表
信
司
議
員
で
議
会
会
派

「市
民
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
い
た
し
ま
し
た
。
１
２
月
議
会
の
ご
報
告
と
共
に
、
２
人
で
力
を
合
わ
せ
て
市
民
の
声
を
市
議
会
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問
父
櫻
井
勝
延
）

○
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

間

〈
ｐ
和
６
年
度
で
平
成
２
３
年
３
月
と
人
口
を
比
較
す
る

と
１
万
７
８
８
１
人
減
、
令
和
７
年
度
で
は
１
万
８
１
９
４

人
減
少
し
て
い
る
。
如
何
に
対
応
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
人
口
構
造
上
の
問
題
改
善
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
視
点

で
継
続
的
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
人
口
動
向
等

を
踏
ま
え

つ
つ
、
粘
り
強
く
継
続
的
に
人
口
減
少
対
策
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
尽
き
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
生
産
年
齢
人
口
で
女
性
が
男
性
に
比
べ
て
２
０
０
０
人

少
な
い
の
が
現
実
で
す
。
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

答
　
生
産
年
齢
人
口
が
、
女
性
が
少
な
い
。
集
中
的
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
す
ぐ
に
は
結
論
と
成
果
は
出
な
い

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

〇
持
続
的
な
行
政
運
営
に
つ
い
て

問

南
相
馬
市
は
県
内
で
、
人
口
規
模
で
は
８
番
目
で
、

職
員
数
は
県
内
で
５
番
目
で
す
。
一
層
効
率
的
な
運

営
が
必
要
だ
と
思
う
が
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

復
興
事
業
の
取
組
、
生
産
年
齢
人
口
増
、
子
ど
も

た
ち
、
女
性
を
増
や
す
取
組
、
ゝ
」れ
に
は
人
が
、
職
員

の
力
が
必
要
で
す
。
定
員
適
正
化
計
画
を
見
直
し

て
、
今
後
数
年
間
、
定
数
を
増
や
し
て
行
き
ま
す
。

○
職
員
の
病
気
体
暇
・病
気
体
職
に
つ
い
て

間

現
状
と
病
体
の
要
因
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
十

一
月
末
ま
で
３
０
日
以
上
の
病
気
体
暇
取
得

し
た
職
員
は
延
べ
で
４
２
名
で
す
。
う
ち
精
神
疾

患
は
３
６
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
休
職
と

な

っ
た
職
員
は
１
９
名
で
、
精
神
疾
患
は
１
７
名

で
ご
ざ
い
ま
す
。
　

病
体
の
要
因
に
つ
い
て
は
、

櫻井勝延

表 信司

市
民
ク
ラ
ブ
議
会
報
告
ｏ懇
談
会
の
ご
案
内

発
行
　
市
議
会
会
派
　
市
民
ク
ラ
ブ

代
表
　
　
櫻
丼
勝
延

電
話
　
０
８
０
１
５
２
２
８
１
７
１
８
５

事
務
局
　
表
　
信
司

電
話
　
０
８
０
１
２
１
３
３
１
０
０
６
４

業
務
内
容
に
よ
る
も
の
が
１
５
名
で
、
職
場
の
対
人
関
係

が
４
名
、
身
体
面
の
体
調
悪
化
、
個
人
な
対
人
関
係
等
職

場
外
の
要
因
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

○
南
相
馬
市
組
織
診
断
報
告
書
に
つ
い
て

間
　
早
稲
田
大
学
の
調
査
結
果
を
受
け
て
ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
令
和
５
年
度
実
施
し
た
自
由
記
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
、
上
司
か
ら
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
曖
味

な
指
示
が
職
員
の
ス
ト
レ
ス
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

管
理
監
督
職
員
が
身
に
着
け
る
べ
き

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス

キ
ル
を
理
論
的
に
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
学
ん
だ
内
容
を

即
座
に
実
務
に
生
か
せ
る
よ
う
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の

研
修
や
聞
く
力
を
着
け
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
等
実
践
型
研

修
を
取
り
入
れ
る
等
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

※
特
列
職
の
市
長

・
副
市
長
に
は
、
職
員
の
皆
さ
ん
が

「市
役
所
は
市
民
の
役
に
立

つ
所
」
と
の
意
識
で
働
け
る
よ

う
に
仕
事
を
出
来
る
よ
う
な
環
境
に
し
て
欲
し
い
で
す
。

ご支援とご協力に感謝申し上げます。記事の内容等ご意見ご感想をお寄せ下さい。

日
　
時
　
２
月
２
３
日

（
日
）
午
後
１
時
３
０
分

〈
バ
　
場
　
サ
ン
ラ
イ
フ
南
相
馬

※
市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

-



2025年  2月市民クラブ議会報告第 1号

一
般
質
問
（
表
信
司
）

○
南
相
馬
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

表

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
、
２
０
年
間
に
及
ぶ
長

期
計
画
で
、
平
成
２
８
年
度
策
定
か
ら
９
年
が
経
過
し
て
お

り
ま
す
が
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

平
成
２
８
年
度
策
定
の
南
相
馬
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
は
、
平
成
２
８
年
度
か
ら
令
和
１
７
年
度
ま
で
の
２
０

年
間
で
、
公
共
施
設
の
延
べ
床
面
積
縮
減
率
の
目
標
値
を
２

５
％
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
計
画
に
基
づ
き
公
共
施
設
の
再

編
方
針
と
再
編
等
事
業
の
実
施
時
期
を
定
め
る
た
め
、
市
公

共
施
設
再
編
個
別
計
画
を
令
和
３
年
２
月
に
策
定
し
ま
し

た
。
本
個
別
計
画
で
、
公
共
施
設
の
延
べ
床
面
積
縮
減
目
標

を
１
期
か
ら
４
期
に
段
階
的
に
設
定
し
、
１
期
の
平
成
２
８
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
縮
減
率
を
５
％
、
２
期
の
令
和
５

年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
を
１
０
％
、
３
期
の
令
和
９
年
度
か
ら

１
２
年
度
ま
で
を
１
５
％
、
４
期
の
令
和
１
３
年
度
か
ら
１
７

年
度
ま
で
を
２
５
％
と
し
て
、
２
期
の
令
和
５
年
度
末
の
縮
減

率
は
１
１
％
で
、
日
標
値
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

表

南
相
馬
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
推
進
す
る
に

当
た
り
現
時
点
で
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

総
合
管
理
計
画
で
見
れ
ば
、
現
時
点
で
日
標
値
を
上
回
っ

て
い
ま
す
が
、
市
公
共
施
設
再
編
個
別
計
画
で
は
、
再
編
方

針
の
定
ま
っ
て
い
な
い
施
設
が
あ
る
た
め
、
延
べ
床
面
積
縮
減

率
が
日
標
の
２
５
％
に
対
し
１
４
％
に
と
ど
ま
る
想
定
と
な
っ

て
お
り
、
本
計
画
を
定
期
的
に
見
直
し
し
て
い
く
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で
再
編
方
針
の
定
ま
つ

て
い
な
い
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の
施
設
に
つ
い
て
、
個

別
計
画
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
取
組
を
行
う

た
め
、
現
在
、
公
共
施
設
の
更
新
費
用
等
の
縮
減
に
向

け
た
手
法
の
検
討
と
試
算
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
に
沿

っ
て
計
画
の
進
捗
管
理
や
評
価
等

を
行
い
、
施
設
全
体
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
職
員
の
労
働
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

表
　
職
員
の
超
過
勤
務

（残
業
）
時
間
は
、
通
常
業
務
に

お
け
る
法
定
で
月
４
５
時
間
、
年
間
３
６
０
時
間
以
内

と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
実
態
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
職
員
の
超
過
勤
務
に
つ
い
て
は
、
繁
忙
期
や
突
発
的

業
務
の
影
響
に
よ
り
、
法
定
時
間
を
超
過
し
て
い
る
と

確
認
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
年
間
３
６
０
時
間

を
超
え
て
い
る
の
は
、
医
療
職
を
除
く
職
員
の
内
８
４

人
の
状
況
で
、
令
和
４
年
度
と
比
較
で
３
８
人
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
引
続
き
、
特
定
部
署
や
職
員
に
業
務
負

担
が
偏
ら
な
い
人
員
配
置
の
最
適
化
、
業
務
負
担
の
見

直
し
等
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
令
和
４
年
度
と
比
較
す
る
と
、
職
員
全
体
で

一　
１
万
７
７
０
０
時
間
、
１
人
当
り
２
７
時
間
の
減
少
と

一　
な

っ
て
い
ま
す
。

一表
　
職
員
が
市
民
や
事
業
者
等
か
ら
過
剰
な
ク
レ
ー
ム

一　
や
要
求
等
の
カ
ス
タ

マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（カ
ス
ハ

一　
ラ
）
の
実
態
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

る
と
考
え
る
の
で
、
対
策
は
重
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
来
庁
者
の
苦
情
等
に
対
し
、
苦
情
対
応

マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
、
苦
情
等
を
受
け
た
職
員
が
孤
立
し
な

い
よ
う
、
面
談
で
対
応
方
法
や
場
所
、
会
話
の
録
音
等
、

対
応
に
お
け
る
心
構
え
を
職
員
間
で
共
有
し
、
組
織
的

対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
策
定
の
事
業
主
が

職
場
に
お
け
る
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
に

起
因
す
る
問
題
に
関
し
て
雇
用
管
理
上
講
ず
べ
き
措

置
等

の
指
針
で
カ
ス
ハ
ラ
対
策

へ
の
強
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
総
合
的
な
対
策
や
相
談
体
制
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

表
　
カ
ス
ハ
ラ
の
内
容
は
把
握
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答
　
カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
、
市
民
等

へ
の
横
柄
な
対
応

か
ら
、
過
去
の
経
験
、
あ
る
い
は
ス
ト
レ
ス
耐
性
、
職

場
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
等
、
様
々
な
要
因
で
受
け
止
め
方

が
異
な
る
の
で
、
全
て
把
握
す
る
の
は
困
難
と
思
い
ま

す
。
カ
ス
ハ
ラ
の
未
然
に
防
止
、
カ
ス
ハ
ラ
か
ら
職
員

を
守
る
た
め
に
カ
ス
ハ
ラ

ヘ
の
正
し
い
知
識
と
適
切
な

対
応
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
職
員
教
育
の
他
、
相
談
窓

口
や
応
対

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

※
市
役
所
職
員
の
皆
さ
ん
が
、
や
り
が
い
や
働
き
が

い
を

持

っ
て
業
務
で
き
る
職
場
と
な
る
こ
と
で
、
市
民
の
方

か
ら
の
信
頼
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
を
願

い
ま
す
。
市
役
所
が
明
る

い
雰
囲
気

で
、
市

役
所
職
員

の
皆
さ
ん
が
、
市
民

の
た

め
に
働

い
て

い
る
と
実
感

で
き
る
よ
う
期
待
し
て

い
ま
す
。

ご支援とご協力に感謝申し上げます。記事の内容等ご意見ご感想をお寄せ下さい。


